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1　はじめに
1－1　『海角七号』とは
　2008年制作の台湾映画『海角七号D』は、同年8月に現地で上映が開始
されると同時に爆発的にヒットし、約2か月に渡って観客動員数第一位の
座を保持、台湾での中国語映画による記録を全て塗り替え、史上最高の興
行成績2）を挙げた。
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　一般公開直前に台北映画祭やアジア海洋映画祭イン幕張でグランプリを
受賞、台湾で最も著名な侯孝賢監督から絶賛されるという滑り出しのよさ
も手伝ったが、何よりも地元観客の反応の強さがロコミでブームを巻き起
こした。
　台湾映画は1980年代から90年代にかけて、侯監督、故エドワード・ヤ
ン監督ら「台湾ニューシネマ」世代による作品が各地の映画祭でたびたび
賞を受けるなど国際的に注目を浴びた。しかし地元台湾では、芸術性や海
外での評価を重視する姿勢が観客に受け入れられず、2001年に台湾制作映
画の売り上げは市場全体の0．2％にまで落ち込み、年間の制作本数も一け
た代に低迷した3）。そうした厳しい状況下にあって、かつてエドワード・
ヤンのもとで助監督を務めた経験を持つ魏徳聖（ウェイ・ダーション）が、
巨額の借金を背負って完成させた『海角七号』は、台湾庶民の暮らしをリ
アルにかつ暖かく描き、大いに一般観客の共感を呼ぶ内容だった。こうし
た魏監督の姿勢が、作品中で夢を実現する登場人物らの姿と重なって、観
客の一層熱い支持を受け、社会現象とも呼べるほどのヒットにつながった
のである。
　『海角七号』は興行成績以外にも、いくっかの点で台湾映画史上特筆に
値する。
（1）監督の魏徳聖は中国大陸出身の外省人4＞を中心としたニューシネマ
　世代の監督たちとは異なり、台湾本省人の庶民階級出身であり、その
　点、台湾の多数派を代表する監督が、初めて映画界の檜舞台に立った
　と考えられる5）。
（2）日本統治時代に対して、各世代の台湾人が抱く複雑な感情を正面か
　ら取り上げ、これまでとは違う角度から日本人、台湾人それぞれを描
　いたことで、観客に大きなカタルシスをもたらした。特に台湾人の親
　日感情を築く上で大きな影響があった日本人教師を主要登場人物とし
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　て取り上げ、その弱さを描き出したこと、また文化的なアイデンティ
　ティを象徴する「歌」に注目した点は重要である。
（3）台湾最南部の恒春半島を舞台としたことで、これまでの台湾映画に
　も見られた外省人、本省人の区分を越えて、客家6）や先住諸民族7）も
　交えた多数のエスニックグループが、現に共存し、北京語8＞と台湾語9）
　を中心とする多言語の生活空間を形成している台湾社会の現状が生き
　生きと描き出された。
　以上3点を総合すると、2000年代後半の台湾で本質的な社会変動が結実
し、それを象徴する存在が『海角七号』だと考えられる。っまり、1949年
に国民党政権が中国から台湾に渡って以降長年続いた「少数派外省人によ，
る多数派本省人の支配」という構図が、1987年の戒厳令解除、1988年から
2000年の国民党・李登輝（本省人）政権、2000年から2008年の民進党・
陳水扁（本省人）政権を経ることでとうとう崩れたlo）。その結果、本省人
の若い世代が社会での発言権を獲得し、これまで抑圧されて来た本省人の
物語を、自分たちの言語で、堂々と語ることが出来るようになった。その
代表が魏徳聖であり、彼が初監督作品で、日本による植民統治に対する台
湾本省人の複雑な感情を取り上げたことは必然の流れだった。若い世代が
旧世代の思いを分かち持つことは、台湾の歴史を直視し受け入れることを
意味する。その結果、「外省人vs本省人」の対立関係を超越した多民族社
会としての台湾という新たなアイデンティティが提示されたのである。
1－2　『海角七号』を読み解く必要性
　本作品は基本的に分かりやすい娯楽映画だが、表現、内容の点から、是
非とも注意深い読み解きが必要であり、またそうすることが作品理解の上
でも有効だと考えられる。その理由を以下に3点あげる。
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（1）台湾社会の多言語状況を表象した作品11）に関してこれまでに繰り返
　し起きていることだが、付される字幕は通常1言語によるため、外国
　人観客には「今、何語が話されているのか」、「それはなぜか」を知る
　ことが非常に難しい12）。また台詞で特に説明されない限り、登場人物
　がどのエスニックグループに属しているのかも特定できないことが多
　い13）。特に『海角七号』では、現役世代の登場人物がほぼ例外なく相
　手によって北京語と台湾語を自然と使い分けるバイリンガル社会の状
　況が活写されている。先住民や客家と特定されている人物の場合には、
　さらに多数の言語によるマルチリンガルな日常が想定されている。台
　湾人観客にとっては自明の現実でも、外国人にとっては説明が必要で
　あり、また有効であろう。
（2）『海角七号』では日本と台湾の関係が描かれるが、台湾の中にも外省
　人を中心とする北部と本省人を中心とする南部の間には大きな違いが
　ある14）。また、南部の本省人の中にも閲南人と客家人の違いがあり、
　さらに先住諸民族もいる。加えて、日本による統治を経験したため日
　本語は分かるが北京語は苦手な世代と、北京語は分かるが日本語は分
　からない世代との間には、同じエスニックグループ内でも世代的な断
　絶がある。この点もまた、台湾人観客にとっては自明でも、外国人に
　とっては説明が必要だと考えられる。
（3）近年「植民地責任」という概念が提出され、日清戦争から第二次世
　界大戦の終結まで半世紀に渡った日本による台湾統治期間の全体を問
　題視できるようになったこと、また大日本帝国崩壊後、日本の進歩的
　知識人が台湾について語ることを拒んだ事実や、その背後に蔑視や軽
　視が存在した点が指摘されるようになったのは大きな成果であり15）、
　台湾をめぐる語りは今後大きく変わる可能性がある。しかし、現在ま
　でのところ、日本語で台湾を語る言説は、容易に自己を免罪し、植民
　統治の肯定へつながる傾向が顕著である。その際、台湾人の親日的態
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度がしばしば根拠として利用される点は、特に問題が大きいと言わざ
るをえない。
　確かに半世紀に及んだ植民統治、特に太平洋戦争期の皇民化政策に
より、自らを日本人として捉えるに至った一部の台湾人にとって、中
国国民党政権下で日本時代を批判的に見ることは難しい場合があっ
た。それは、自分が生きざるをえなかった過去を否定することは、同
時に自己否定を意味するからである。また、2，28事件】6）に代表され
る国民党政府の本省人弾圧が、「（本省人は）日本軍国主義に奴隷化さ
れた存在である」ことを根拠に正当化されたことへの反発もあった。
こうした歴史が示すのは、何よりも植民統治の影響が帝国崩壊後も長
期化し、複雑化する残酷さである。台湾本省人は日本による植民統治
を受け、そのために国民党政権から集団的に処罰された人々であるこ
とを記憶するならば、他者の不遇を逆手に取るようにして自国の植民
統治を美化することは決して許されないはずである。そして彼らの言
説を吟味するならば、植民地時代に味わった悲哀を見出すことは容易
である。
　『海角七号』には戦後60年を経て日本から送られた7通のラブレ
ターが登場し、センチメンタルな音楽に乗せて日本語で朗読される。
そして恋文を書き残しながらも、恋人である台湾人女生徒を見捨てた
まま、生きて死んで行った日本人教師が断罪されるのではなく、美し
く悲しい思い出あるいは歴史の宿命として許される結末となってい
る。だが、それを台湾人が植民統治を肯定している、あるいは懐かし
んでいるからだと解釈することは、根本的に間違っている。最大の理
由は、『海角七号』が台湾人によって台湾人に向けて撮られた映画だ
という点にある。和解は日本人に対してではなく、台湾の若い世代か
ら祖父母の世代へ向けてなされている。不注意による誤読と恣意的な
曲解を防ぐためにも、特に日本語で詳細な解説が書かれる必要がある。
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　以上の理由から、『海角七号』に詳細な読み解きを加えて行く。第2章で
はまず、物語の構成とあらすじを確認する。第3章では魏徳聖監督のプロ
フィールおよび作品の製作意図を紹介し、台湾社会での反響についても触
れる。第4章で場面展開を詳しく振り返り、第5章で主な登場人物と出演
俳優を、使用言語、出身エスニックグループに重点を置いて整理する。第
6章では作品に盛り込まれたモチーフを台湾の歴史と文化の文脈に置いて
解説する。最後に今後の研究課題を記してまとめとしたい。
2　『海角七号』という物語
2－1　物語の構成
　映画『海角七号』では二つの物語が同時に進行する。一つは1945年暮れ、
台湾から送還船17）高砂丸で日本へと向かう男性教師が、7日間の航海の間
に書いた7通の手紙を通して語る台湾人女生徒との恋と別れの物語（以下、
Aの物語と呼ぶ）。もう一っはそれから60年余りがたった2007年頃、台北
でミュージシャンになる夢に敗れた若者が、15年ぶりに戻った台湾最南端
の恒春半島で故郷を再発見し、仲間と出逢い、ミュージシャンとして再生
し、日本人女性と恋に落ちる物語である（以下、Bの物語と呼ぶ）。　Aの物
語中で書かれた手紙を入れた小包が、60余年を隔ててBの町に送られ、主
人公二人の協力でかつての女生徒に届けられる。
　映画の進行上中心を占めるのはBの物語であり、Aの物語が画面に登場
するのは全130分の作品中1割に満たない。しかし、幕開けと結末で描か
れるのはいずれもAの物語であり、また作品の後半からはBの画面にAの
ナレーションがかぶさる演出もたびたびあるため、見るものにBと負けな
いほど強い印象を残す。さらに送還場面を再現するために、作品全体の予
算規模からすれば不釣り合いなほど莫大な費用18）がかけられたこと、また
監督自身が「この作品を見た人が10年後、20年後に覚えている場面があ
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るとすれば送還船の場面だ」19）と語っていることなどから、二つの物語は
作品の中で同程度の重要性を持つと判断できる。
2－2　あらすじ
　Aの物語：1940年代の台湾最南部恒春半島。日本人教師と台湾人女生徒
の問に恋が芽生えた。雪の舞う北国で育った内気な先生と南国の太陽のよ
うに明るい「小島友子」20）。やっと友子が卒業し、正式につき合うことが
できるようになった時、日本は太平洋戦争で敗れて日清戦争以来50年間領
有した台湾を失い、教師は送還船高砂丸に乗って日本へ帰らなければなら
なくなった。友子を日本に連れて行くと約束した教師だったが、空襲で廃
嘘となった故郷を思い浮かべると決心がつかず、結局一人で乗船する。波
止場には白いベレー帽、白いコート、白い靴の姿で家出してきた友子が旅
行鞄を手に下げて立ち尽くしていた。日本へ向かう7日間の航海中、教師
は甲板の上で7通の手紙を友子に書く。しかし上陸後も手紙は投函されず、
文箱の中にしまわれたまま60年が過ぎた。そして教師の死後、遺品の中に
手紙をみつけた娘が、父に代わって送る。植民地時代の住所「台湾高雄州
恒春郡海角七番地」2Dにあてて。
　Bの物語：恒春育ちの阿嘉（アガ）はロックミュージシャンに憧れ、兵
役後台北で15年頑張ったが結局芽は出なかった。自分に才能がないのか、
世の中が不公平なのか。北京語が主流の大都会は台湾語を話す南部育ちの
人間に冷たい。だからといって戻った故郷に希望があるわけでもない。海
辺に建って砂浜を独占するホテルは台北資本、そこで開かれるコンサート
で歌うのはもっと北の日本から来る歌手だ。せめて地元の人間で前座バン
ドを作れと命じたのは夫に先立たれた阿嘉の母と同棲する町議会議長とき
ている。議長がコネを使って郵便配達の職をみつけてきたことも阿嘉には
気に入らない。
　トモコ（映画の中では「友子」だが、Aの人物と区別するため、本稿で
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はカタカナ表記を使用する）は日本人のモデル。台北で北京語を習ったが
与えられる仕事は通訳や雑用ばかり。あげくの果てに最南部の恒春半島で
素人による前座バンドの世話を命じられたが、台湾語がわからないトモコ
には重荷だ。バンドのメンバーに選ばれたのは先住民の警察官や教会でピ
アノを弾く小学生、月琴22）名人の老郵便配達など。本当にロックを演奏で
きるとは信じられない。彼女はバンドのリーダーで作曲も担当する阿嘉と
衝突するが、二人の間には次第に恋が芽生える。
　郵便袋に日本から送られた小包があった。宛先は日本統治時代の住所「恒
春郡海角七番地」。しかし、もう誰もその場所を覚えていないので、配達は
できそうもない。阿嘉はトモコに強く言われ、やっとその包みをかつて少
女であった老婆に届ける。その直後に海辺でコンサートが開かれる。前座
バンドはオリジナル曲を堂々と演奏して観客を熱狂させる。そしてアンコ
ールでは老郵便配達のリードで月琴の音色にのせてシュー一一ベルトの『野ば
ら』23）が演奏され、日本から来た歌手中孝介も加わる。植民地時代に台湾
へ伝えられた曲が北京語と日本語で合唱される中、場面は1945年の埠頭で
の別れのシーンにつながり、幕が下りる。
3　魏徳聖監督について24）
　『海角七号』の監督魏徳聖は1968年8月16日、台湾南部の古都台南の
郊外、台南県永康郷に生まれた。父祖の代から台湾に住む閲南系25）の台湾
本省人でキリスト教徒。父母は寺の門前で商店を営む。最終学歴は台南市
の遠東工商専科学校26）電機科卒。2年間の兵役中に映画好きの友人と知り
合ったことがきっかけとなり、映画監督を志す。退役後台北でアルバイト
をしながらチャンスをうかがい、テレビ俳優養成所で知り合った監督の紹
介で制作会社に採用され、アシスタントディレクターとなった。1993年か
ら映画撮影現場での仕事に携わるようになり、シナリオを書き始めた。『氷
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を売る息子』が1994年度の優秀シナリオ賞を獲得。日本の林海象が台湾で
合作映画『海ほおずき』を撮った際にはアシスタントを務め、エドワード・
ヤン1996年の作品『カップルズ』では助監督に抜擢された。
　こうしたいわば叩き上げの経歴は、台湾ニューシネマ世代の監督がほと
んど中国大陸生まれの外省人で、侯孝賢とアン・リーが国立芸術専門学校
の出身、エドワード・ヤンが大卒後アメリカ留学など、学生時代から映画
製作の専門教育を受けていたり、目立って高学歴であったのとは対照的だ。
国民党政権下で、世界史上最長の38年に及んだ戒厳令が続いていた1980
年代まで、台湾社会の上層部は公務員から芸術家まであらゆる分野で外省
人が独占しており、本省人が商売以外の方法で生きて行くことは極めて難
しかった。1987年の戒厳令解除を経て、1990年代初頭に社会に出た魏徳聖
は、本省人にも職業選択の可能性が広がった第一世代に当たる27）。
　1995年のビデオ作品『夕顔』、1996年の短編作品『対話三部』、1997年
の短編作品『夜明け前』、1998年の短編作品『七月の空』がいずれも台湾
内外の映画コンテストで受賞するなど、魏徳聖の才能は早くから際立って
いた。しかし、この頃から台湾映画界は未曾有の不況に襲われ始めた。機
会が向こうから訪れるのを待っていたのでは、いつ長編が撮れるかわから
ない。陳国富（チェン・クォフー）監督によるハリウッドスタイルの作品
『ダブルビジョン』撮影に参加した魏徳聖は、長編劇映画の製作を具体的
な目標に掲げた。2000年には霧社事件をテーマとする長編劇映画『セーダ
ッカバライ（真の人）』のシナリオを完成させた。
　日本統治時代に起きた反乱・鎮圧事件のうち、最も大規模で凄惨を極め
たのが霧社事件である。1930年、台中州霧社のタイヤル系先住民セーダッ
カ族が運動会に集まった日本人を襲撃したことをきっかけに、総督府は現
地で繊滅作戦を展開、日台双方で数百人に上る被害者が出た。『セーダッカ
バライ』は反乱の首謀者とされたモーナ・ルダオを主人公とし、日本人で
も漢人でもなく、先住民の観点から事件を見直そうとする歴史詩劇である。
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魏監督は1997年にテレビニュースで、先住民が台湾政府に対して土地の返
還を要求していることを知り、彼らに尊敬の念を抱いて映画を構想したと
語っている28）。『セーダッカバライ』の製作資金を集めるため、2004年、
魏徳聖は自ら250万台湾元（日本円で約750万円）の資金を投入して5分
間の予告編を製作、インターネットなどさまざまなルートで流して投資を
募る一方、シナリオを小説化して出版もした。しかし、努力もむなしく、
映画製作資金は全くと言っていいほど集まらなかった。
　2006年夏、1か月でシナリオを書き上げた『海角七号』が台湾政府の新
人監督向け補助金500万元（約1500万円）を獲得した。魏徳聖はインタビ
ュ　一一　29）で『海角七号』の企画意図を問われ、あくまでも『セーダッカバラ
イ』を撮ることが最終目的だったと率直に語っている。『セーダッカバライ』
の資金集めを容易にするために、より一般受けする『海角七号』を先に撮
ったのだと。『海角七号』の企画にっいて、最初に彼はミュージカルのよう
な音楽映画を構想した。次にニュースで、ある郵便配達員が日本時代の古
い住所を2年がかりで探し当て、やっと宛先に手紙を届けることができた
という話を聞き、「これがラブレターだったら、どんなに感動的だろう」と
考えた。そして「日本時代について、台湾では何度も映画が撮られている
が、送還シーンを描いたものはこれまでない」ことに思い至る。「一つの時
代が終わる時、残されるのは恨みや憎しみばかりではない。肉親の情も愛
情も友情も当然残されるはずだ。愛の遺憾と憎しみの遺憾。台湾人は日本
に対して矛盾した感情を抱いている。愛するべきなのか恨むべきなのか。
ならば『セーダッカバライ』で憎しみの原点を描き、『海角七号』で愛の原
点を描こう」と決めた。30）
　しかし全部で5000万元必要な制作資金のうち、補助金でまかなえるのは
わずか1割分の500万元だけ。残りは家を抵当に入れて借金し、知人に投
資を頼み、銀行に頭を下げてやっと調達した。監督個人の負債は3000万元
（約9000万円）に達したという。こうした血のにじむような努力が台湾で
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は広く報道されており、映画にかける魏監督の情熱と『海角七号』のスト
ーリー、さらに記録的な大ヒットという実績を重ね合わせて「夢を実現し
た人」と呼ばれることが多い。
　2007年9月30日に始まった撮影は同年12月25日に終了。翌2008年夏
の台北映画祭で『海角七号』はグランプリと100万元の賞金、そして最優
秀音楽賞を獲得した。その際、魏監督は審査員長の侯孝賢監督から「こう
いう台湾映画をずっと待っていた。長期間に渡って低迷した台湾映画の流
れを変えうるとても重要な作品だ」と最大限の賛辞を受けている。台湾ニ
ューシネマを代表し、映画界の「大師」と呼ばれる侯孝賢監督が、新人の
魏監督に暖かい言葉を送ったことは、単に世代交代にとどまらず、外省人
から本省人へ台湾映画界のリーダーシップが禅譲されたとの印象を人々に
与え、それ自体感動的なシーンとなった3D。また、続いて開催されたアジ
ア海洋映画祭イン幕張でも『海角七号』は最優秀賞を受賞。受賞記者会見
で主演の田中千絵と同席した魏監督は、「何よりも千絵の故郷で映画を上映
できたことが嬉しい」と語って彼女を泣かせ、次に来場した田中の父母に
向けて、「娘さんが台湾にいる間はきちんと面倒をみますから、ご安心くだ
さい」と語って両親も泣かせた。これまで日本と台湾の間で、多くの場合
ジェンダー論的に言えば女性の立場を演じざるを得なかった台湾の監督が、
日本の映画祭で最優秀賞という成績をあげたばかりか、男性的、父性的な
姿で受け答えしたことも、台湾の観客に大きなインパクトを与えた。
　作品について台湾で最も多く聞かれた反響は、台湾庶民の生活が生き生
きと描かれているということだ。どこにでもいそうな市井の台湾人が実に
魅力的に見える。特に台詞の台湾語が自然だという点で評価が高い32）。一
方、自然な台湾語とは、別の見方をすれば「汚い」「乱暴な」台湾語だとい
うことになる。そうした点について「地元民の無作法な振る舞いについて
全く反省が見られない」33）と批判する意見、さらに映画の内容が日本に「植
民されたいという欲望」34）を示すものだと厳しく批難する意見も見られた。
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こうした意見は一般に、古い世代の外省人が本省人に対して持つステレオ
タイプの繰り返しだと受け止められている。2008年末、台湾のアカデミー
賞にあたる金馬賞で、『海角七号』が人気とは裏腹に作品賞も監督賞も得ら
れず、音楽賞、助演男優賞と傑出映画人賞などを授与されたにとどまった
のも、保守的な批評家たちから「お笑い映画で芸術性が低い」35）と見られ
たためだった。幸いなことに『海角七号』の成功は、魏徳聖監督の願い通
り『セーダッカバライ』の製作を可能にした。10年を越える準備の末、2009
年10月、ついに撮影準備が開始された。
4　場面の展開
4－1《送還船高砂丸の出航》
　幕開け、画面が一度完全に暗くなり、音楽もないところへ、男声の日本
語ナレーション36）が聞こえる。「1945年12月25日」。そして、一瞬間を置
いて、「友子」と呼びかける。同時に叙情的なピアノのメロディーが聞こえ
始め、夕暮れの海を進む船の甲板が画面に浮かび上がる。続いて再び短い
ナレーション、「太陽がすっかり海に沈んだ。これで本当に台湾島が見えな
くなってしまった。君はまだあそこに立っているのかい」。カメラは甲板で
海を見つめる若い男性の背中に寄るが、顔は見えない。茶色い外套を着て
帽子をかぶっている様子は、周りの乗客の多くが和服姿なのに比べるとイ
ンテリらしい印象を与える。画面は黄昏の海を航海する船37）を映し出し、
『海角七号Cape　No．7』というタイトルが右端に現れる。
4－2《台北から故郷へ》
　ピアノの音が消える前に、画面は1945年暮れの海から、21世紀の台北
を象徴する高層ビル台北101の夜景に切り替わる。人気のない深夜の裏町
に、Tシャツ姿でギターを背負った若い男の姿が見える。オレンジ色のへ
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ルメットをかぶり、バイクにまたがろうとしていた男は、何を思ったか、
突然ソフトケースからギターを取り出すと、いきなり鉄柱に何度も打ちっ
けながら、「この野郎、貴様、台北の野郎」と北京語で叫ぶ。そのままバイ
クで疾走を開始。音楽は激しいリズムのロック（英語）に替わり、クレジ
ットロールが流れる約2分の間に、彼を乗せたバイクはビルが立ち並びコ
ンビニの看板が見える台北から、高速道路を経て田園地帯へ、さらに海辺
へと走り続ける。台湾を縦断して南へ向かう道だ。着いたところは清朝時
代の城壁が残る田舎町。城門をくぐると市場の雑踏。映画の主要な舞台、
屏東県恒春鎭に到着だ。
　田舎町では外国人モデルによる水着姿の撮影が行われていた。恒春半島
最南端の墾丁は有名なリゾート地だ。外国人カメラマンの通訳を担当する
のはトモコという日本女性。そこへ我が物顔で割り込んで邪魔をするパン
チパーマの男は地元の町議会議長。画面が切り替わると、パンチパーマの
男が高齢の郵便配達員に台湾語で「茂伯（＝ボーさん38り」と呼びかけ、
次いで郵便局長をつかまえ話しかける。彼は台北から戻った若い男（阿嘉）
の身内で、郵便配達員として採用するよう持ちかけているのだ。茂伯はバ
イクで草原を走りつっ、気持ち良さそうに声を張り上げて歌う。「童は見た
り野中のばら」。歌詞は日本語だ。きっと大昔、植民地時代に学校で習った
歌なのだろう。そのバイクとモデルたちを乗せたバンが危うく接触しそう
になり、バイクごと原っぱに投げ出された茂伯は足を骨折。阿嘉が首尾よ
く郵便配達を代行することになった。茂伯は台湾語で仕事の説明をする際、
郵便物の中の白い小包を阿嘉に指差し、「これは局に戻せ」と指示する。
4－3《日本語の手紙》
　阿嘉は何事にも不満で、仕事にもやる気がない。交差点でバイクを一時
停止中、ヘルメットをかぶっていないことを先住民の警察官（労馬＝ロー
マ）に注意されて乱闘になりバイクも故障。修理工場に持って行くが、今
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度は修理工（水蛙＝カエル）とも口喧嘩になった。先住民の警察官と阿嘉
は北京語を、修理工と阿嘉は台湾語を話す。仕事をさぼって家に帰った阿
嘉が送り返すはずの小包を開くと、中から日本語の手紙が出て来た。画面
には海辺のホテルでモデルらの世話をするトモコが現れ、ナレーションは
幕開けと同じ男性の声で2通目の手紙を読み始める。「友子、許しておくれ、
この臆病な僕を」。そして自分が教師で彼女が生徒だったこと、やっと卒業
して一緒になれるはずの時に戦争が終わり、敗戦国民となったために彼女
をあきらめなければならないことを語る。
4－4《オーディション》
　パンチパーマの議長は妻に先立たれ、やはり夫を亡くした阿嘉の母と同
棲している。議長は海辺のホテルで日本人歌手中孝介のコンサートが開か
れようとしていることを知り、前座には地元のバンドを使うよう町長やホ
テルの支配人に強要する。ヤクザじみた風貌ではあるが、台北資本が浜辺
を独占使用し、地元の若者たちは下働きしかできない状況、コンサート歌
手はおろか前座バンドまでよそから呼ぶしかない現実に心底怒っているの
だ。しかし田舎町にプロのバンドなど存在しない。仕方なくオーディショ
ンを開いてメンバーを集めることになった。町の公会堂で行われたオーデ
ィションには、ハーモニカを吹く先住民の警察官（労馬）とその父（欧拉
朗）、ドラムを叩くバイク修理工（水蛙）、教会で聖歌隊の伴奏をするピァ
ニストの小学生（大大＝ダダ）、足にギブスをはめ月琴を抱えた茂伯、そし
てエレキギターを背負った阿嘉らが集まった。バンドの世話役を引き受け
させられたトモコの本職はモデルだ。流行遅れのタイプだとこんな仕事を
回されて機嫌が悪い。しかも彼女は台湾語が分からないため、議長らとの
打ち合わせでは上の空にならざるをえないのだ。
　ホテルの地下室で練習が始まったが、素人集団はなかなかまとまらない。
阿嘉はオリジナル曲を二つ作るよう言われているがそれも進まない。苛立
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った阿嘉の人っ当たりでベースを弾くはずだった欧拉朗が怪我をし、替わ
りに茂伯がベースを担当することになった。しかし茂伯は月琴ならともか
くべ一スなど触ったこともない。客家の馬拉桑（＝マラサン）は先住民伝
統のアワ酒を新たなパッケージで売り出そうとホテルでのセールスに余念
がなかったが、ベースが弾けることから急遽バンドのメンバーにスカウト
される。
4－5《台湾の日本語》
　茂伯は阿嘉の部屋を訪ねて、未配達のままためこんだ手紙を大量に発見
し、犯罪行為だと叱りつける。阿嘉のせいで、コンサート前の忙しい時に、
バンドのメンバーから議長まで手分けしてたまった手紙を配達しなければ
ならなくなった。茂伯が最初に送り返せと命じたはずの日本から来た小包
もあった。幕開けと同じピアノのメロディーに乗せて、3通目の手紙が朗
読される。「友子、たった数日の航海で僕はすっかり老け込んでしまった」。
甲板にしゃがみ込み、手紙を書き綴る男性教師の姿。次いで画面にはトモ
コの映像。彼女はバンドのメンバーがまとまらないのに腹を立て、仕事を
投げ出そうとする。それを見た客室清掃係の女（明珠）が彼女を追いかけ
て日本語で厳しく問いつめる。「そこの日本人、約束を果たさずに行ってし
まうの」。明珠はバンドの最年少メンバーでキーボード奏者大大の母だ。ト
モコはそれでもスーツケースを引きずってロビーまで行くが、今度は入り
口に茂伯が現れる。そして日本語で「トモコさん、今夜弟の孫が嫁さんを
もらいます。一緒に祝ってやってください」と披露宴に招待するのだった。
4－6《それぞれの愛》
　寺の門前広場で開かれた屋外の披露宴には、地元の人々が大勢集まった。
ほろ酔い加減の労馬はポケットから自分の結婚式の写真を取り出して阿嘉
に見せる。「これが俺のルカイ王女だ。きれいだろう」。彼は先住民でも高
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山に住むルカイ族の出身なのだ。美人の妻は危険と背中合わせの警察官の
仕事を嫌い、出て行ってしまった。バイク修理工の水蛙は工場長の奥さん
に夢中。同級生の明珠に諭されても一向に聞かない。町議会議長と阿嘉の
母もそれなりに睦まじい。小学生の大大でさえ夜の海辺でデートしている
し、妻を思ってさびしがる労馬の額にキスして慰めてもやる。トモコはテ
ーブル越しに阿嘉に目をやる。披露宴会場は海辺にあり、カメラを引いて
遠くから映した夜の場面と送還船上のシーンがつながる。赤ん坊の鳴き声。
混雑した甲板で書かれた4通目の手紙が朗読される。「僕が向かっているの
は故郷なのか、それとも故郷を後にしているのか」39）。そのナレーション
に阿嘉の顔が重なる。
　酔ったトモコは阿嘉の家に怒鳴り込み、二人は一夜をともにする。その
シーンに5通目の手紙のナレーションが重なる。「友子、君には分かるはず。
君を捨てたのではなく、泣く泣く手放したんだと。友子、無能な僕を許し
ておくれ」。朝方トモコは阿嘉の部屋で日本からの小包をみつけて中の手紙
を読み、「大切なものだから必ず配達して」と告げて立ち去る。茂伯と小包
について話し合う阿嘉。「台湾高雄州恒春郡海角七番地」という宛先は日本
統治時代の旧住所に違いない。だが不思議なことに、地元で長く暮らし、
郵便配達をして来た茂伯にも覚えがないし、「小島友子」40）という受取人の
名にも記憶はない。二人でバイクに乗り、町中尋ねて回っても、やはり誰
も知らない4D。6通目の手紙の朗読。「明日の夜までには上陸する。友子。
思うのは君のことばかり。虹の両端が海を越え、僕と君を結びつけてくれ
ますように」。送還船の上で男性教師が見た虹とホテルのコーヒーショソプ
でトモコが見た虹、そして阿嘉と茂伯を乗せたバイクの上にかかる虹が重
なる。
4－8《国境の南》
阿嘉の曲が出来上がった。バラードのタイトルは『国境の南』。日本の歌
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手中孝介が恒春空港に着き、トモコが迎えに行く。7通目の手紙。「友子。
海はどうして希望と絶望の両端にあるんだ。これが最後の手紙だ。もうす
ぐ出しに行くよ。重い荷物を持って家出した君。見えたよ。君は静かに立
っていた。僕は知っている。思慕という低俗な言葉が太陽の下の影のよう
に、追えば逃げ、逃げれば追われ、一生」。
　海辺でのコンサートの前、トモコが明珠に煙草をもらい、「阿嘉に恋をし
てしまったみたい」と話す。「日本人に愛なんて分かるの」と日本語で皮肉
を言う明珠。どうやら彼女は日本人に深く傷つけられたことがあるらしい。
その相手が大大の父親なのか。「とっくに心は死んでいるわ」という明珠に、
トモコは阿嘉のところで見た郵便物の話をする。もし生きていたら80歳く
らいになるはずの、友子という名の恒春の女性に宛てられた7通のラブレ
ター。手紙を書いた老人が亡くなったあとタンスの中から見つかり、娘が
送って寄越したのだと。すると明珠が、「友子という少女は私のおばあちゃ
んなの」と言う。さらに「おばあちゃんに許してもらえないことをした私
の代わりに、早く手紙を届けてあげてちょうだい」と促す。トモコは本番
直前の阿嘉に友子の住所を教えに走る。そして自分は今夜のコンサートの
あと日本に帰国するつもりだと告げた。
　バイクで走り出す阿嘉と旅行鞄を下げて道を歩く男性教師の後ろ姿がす
れ違う。友子（トモコ）という同じ名前の女性と恋をした男性二人が、60
年の時を越えて、作品中唯一度だけ同じ画面に現れる。明珠が教えた住所
通りに小包を配達する阿嘉。古い民家の中庭で、盆ざるに広げた穀物を選
る白髪の老婆。彼女が座る椅子の脇にそっと小包を置いて立ち去る阿嘉。
コンサート会場になかなか戻らず、関係者一同をやきもきさせた彼は、戻
るなり海岸でトモコを抱きしめて言った。「ここに残れ。そうじゃなかった
ら俺が一緒に行く」。
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4－9《自分たちの歌》
　ホテルの外の砂浜でコンサートが始まった。最初は前座バンドの出番だ。
太陽が海に落ちると同時に、観客のカウントダウンで開始されたアップビ
ートの『無楽不作（楽しいこと全部）』は、「世界の終わりが来ようとも、
楽しいことは全部しよう。世界中に君は俺のものだって教えてやる」と北
京語で歌う。熱狂する観衆の姿。2曲目のバラード『国境の南』が始まる
前、茂伯は月琴を、大大は鍵盤ハーモニカを持ち出し、メンバー6人全員
が舞台上で一列になった。誰が恒春にバンドなどない、人材もいるはずが
ないと言ったのか。自分たちのオリジナル曲を堂々と演奏し、歌う魅力的
なバンドがここにあるではないか。以前とは打って変わり堂々とした態度
のメンバーたちを率いて、阿嘉が歌う。「あの小雨降る国境の南に、再び太
陽の光が戻ったら、僕はまた、あの一年の物語を続けて語ってみよう」。そ
して間奏の間に、彼が舞台の袖に立つトモコを見つめると、彼女は労馬か
ら渡された先住民のトンボ玉、変わらぬ愛を象徴する「孔雀の珠」を首に
かけて見せ、阿嘉への愛を示す。その様子に熱い拍手を送る観衆。「あの明
る過ぎる国境の南から、再び太陽の光が去って行く時、別れの前にもう一
度だけ微笑んで、君があの時持ち去った愛を、全部返してはくれないか」。
観衆は熱心にアンコールを叫ぶが、このバンドには2曲しかレパートリー
がない。
4－10《野ばら》
　その時、茂伯が舞台の正面に立ち、月琴でシューベルト作曲『野ばら』
のメロディーを弾き始めた。郵便配達の時にいつも一人日本語で歌ってい
た歌だ。労馬が客席の父欧拉朗からハーモニカを受け取って、伴奏する。
馬拉桑と大大も加わったのに続き、最初困った顔をした阿嘉も、とうとう
舞台に立ち、北京語で『野ばら』を歌い始めた。すると舞台の袖でトモコ
の隣に立ち、その場面を見つめていた中孝介が「あっ、この歌、僕も歌え
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る」と言ってマイクを握り、日本語で歌いながら舞台に出て行った。阿嘉
は中に場所を譲ろうとするが、腕をつかまれてその場に残り、北京語と日
本語で合唱する。そのメロディーに年老いた友子の映像が重なる。阿嘉が
送り届けた小包にふと気づき、中から手紙を取り出して読み始める友子。
『野ばら』はいつの間にか日本語のみによる合唱になっている。
　画面は1945年12月25日、今まさに出港しようとする高砂丸に向かって
手を振り見送る群衆の中に立つ一人の少女。これまで手紙の朗読の中で「友
子」と呼びかけられるだけだった60年前の台湾人少女が初めて姿を見せた。
白いフェルトのベレー帽をかぶり、白いコート姿で、四角い旅行鞄の柄を
しっかりと手に握った彼女は、無言のまま、必死な面持ちで誰かを探して
いる。しかし、見送りの群衆の中にも、甲板の上にも、その相手の姿をみ
つけることができない。カメラが甲板の人ごみを映し出す時、女性の声で
日本語によるナレーションが始まる。「友子様へ　私はこの手紙の持ち主の
娘です。この手紙は父のタンスの中から出て来たものです。父は今年の1
月に永眠いたしました」。そして甲板に両膝をついて身を隠しつつ、見送り
の人々の方に視線を走らせる男の姿。「父の切ない心の内を今友子様にお届
けいたします」。
　子どもの声で日本語による『野ばら』の合唱が響く中、画面の中の少女
は甲板に身を隠す恋人（＝教師）に気づく。彼女は帽子や服だけでなく、
靴も長靴下も純白だ。その姿は野ばらそのものの清純さだ。彼女は動き始
めた船に向かって足を踏み出そうとするが、柵にはばまれ、そして彼女一
人では乗船できないという事実にはばまれて、その場に立ち尽くす。甲板
に身を隠したまま去って行く日本の男。眉根にしわを寄せて彼を見送る台
湾の少女。船はとうとう岸を離れ、『野ばら』の合唱が終わる時、彼女はま
だ木の柵の向こうに立ち、呆然と船の方を見遣っている。周囲には「光復
台湾」の横幕と銃を手にした国民党兵士の姿。続いてエンドロールが始ま
る際の音楽は全編を通じて最も悲壮なメロディーだ。
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　キャスト名の脇、小さくくり抜かれた四角の中に日本人教師の後ろ姿、
届けられた手紙、そして現在の南台湾ののどかな景色が次々に映し出され
る。音楽はいつしか子どもたちの話し声と女性の軽やかな声による北京語
の歌に変わり、作品は幕を降ろす。
5　主な登場人物
5－1　Aの物語：
日本人教師　名前は特定されない。恒春で女学校の教師をしていて、台湾
　人女生徒小島友子と恋に落ちた。台湾生まれの「湾生」である可能性も。
　Bの物語に出て来る小包の差出地は宮崎県。奄美大島出身の歌手中孝介
　が演じている。台詞はない。送還船高砂丸上で書き、60年後に届けられ
　たとされる手紙の日本語による朗読は蔭山征彦（台湾で活動する日本人
　俳優）が担当した。
小島友子　恒春の女学生。家出してまで一緒になるつもりだった日本人教
　師に捨てられた後の履歴は不明だが、60年後に恒春で明珠の祖母となっ
　ている。台湾の歌手梁文音（レイチェル・リャン）が演じた。台詞はな
　いが、エンドロールで流れる曲は梁が歌っている。梁は先住民ルカイ族
　の出身。
5－2　Bの物語：
阿嘉　恒春出身。プロのミュージシャンになろうと台北で15年頑張ったが、
　とうとうあきらめて故郷へ戻り郵便配達となる。アイドル歌手の萢逸臣
　が演じた。萢はアミ族の血統。作中、阿嘉の使用言語は北京語と台湾語。
トモコ　台北で北京語を習った売れない日本人モデル。女優田中千絵が演
　じた。使用言語は北京語と日本語。
茂伯　高齢の郵便配達員。月琴の腕前は国宝並みと新聞に書かれたことが
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　ある。配達中に声を張り上げて日本語でシューベルトの『野ばら』を歌
　うのが楽しみ。使用言語は台湾語と日本語。北京語を使うのは、郵便配
　達に行き「書留」と叫ぶ時のみ。演じたのは台湾の伝統音楽北管のグル
　ープを組織している林宗仁。60歳で初めて映画に出演し、大人気になっ
　た。
労馬　先住民族ルカイ族の警察官。台北で特別機動隊にいたが、危険な勤
　務を嫌う妻に逃げられたため恒春に戻って父の欧拉朗と一緒に交通整
　理をしている。使用言語は北京語、台湾語（茂伯に対して）、他に先住
　民言語での歌も。労馬を演じた民雄はテレビの司会者、舞台俳優、さら
　に歌手としてソロアルバムも出している。実際はパイワン族の出身で、
　映画の中で使用した結婚式の写真は、実生活でタイヤル族の妻と結婚式
　を挙げた時のもの。
馬拉桑　仕事熱心な客家のセールスマン。先住民伝来のアワ酒を新たにパ
　ッケージして売り出そうと、ホテルやレストランで売り込み中、べ一ス
　が弾けることを知られて急遽バンドのメンバーになった。台詞は北京語
　と台湾語だが、周囲に客家として認知されていることから当然客家語も
　話せるはず。演じた馬念先はロックグルー一一プ出身で俳優、ソロ歌手とし
　ても活躍。
大大　教会で賛美歌の伴奏をするキーボード奏者。小学生。茂伯らの台湾
　語会話に北京語で割り込む。っまり台湾語は分かるが話さない。母は日
　本語を話し、日本人に恨みを抱くホテルの客室清掃係明珠。父親は日本
　人かもしれない。曾祖母も日本人の教師に捨てられた経験を持つ。
水蛙　バイクの修理工場で働いており、工場長の奥さんに熱をあげている。
　シンガーソングライターの応蔚民が演じた。『海角七号』の主要な出演
　者のうち、応だけは外省人で台湾語が話せない。そのため劇中の台詞は
　魏監督が吹き込んだ録音を聞いて一行ずつ覚えた。応の所属するバンド
　爽子楽団は『私は台湾語が話せない』という題名の歌を吹き込んだこと
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　もある42）。
欧拉朗　労馬の父である真面目な先住民の警察官。演じた丹耐夫正若はパ
　イワン族の音楽家で先住民テレビ局の副局長を勤める。劇中オーディシ
　ョンの場面で歌うのは自身で作詞作曲した『おまえ、どこに行くんだ』。
　歌詞の中に「タイホク（台北）」「コーバ（工場）」など日本語起源の言
　葉が現れる。
明珠　大大の母。ホテルの客室清掃係。この役を演じた林暁培（シノ・リ
　ン）は著名な歌手。『海角七号』の舞台となった台湾南部屏東県生まれ。
　台湾でデビューする前、名古屋のホテルで数年間歌手をしていた。魏監
　督に脚本を渡された時「どうして私の人生を知っているの」といって涙
　を流したと言う。劇中の使用言語は北京語と日本語。昔の同級生という
　設定の水蛙とも北京語で話す。「小島友子」の外孫であるから、母方の
　血統は台湾本省人のはず。だとすると祖父または父親が外省人だと想像
　される。
洪国栄　横暴な町議会議長。未亡人である阿嘉の母と「家もベッドも広過
　ぎる」という身もふたもない理由で同棲中。町長やホテルの支配人を脅
　して、コンサートの前座バンドを地元で結成させる。普段は台湾語でま
　くしたて、トモコに「台湾語は分からないの！」と怒鳴られたりするが、
　ホテルのフロントでだけは北京語で話す。馬如龍が演じ、金馬賞で最優
　秀助演男優賞を受賞した。阿嘉の母を演じた柿小嵐は実生活で馬如龍の
　長年の妻。
中孝介　本人が演じている。日本の癒し系歌手。中は唯一人、A、　B両方
　の物語に二役で登場する。
6　『海角七号』に現れたモチーフ
6－1　日本語
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　『海角七号』にっいて最初に検討の要があるのは、劇中に現れる日本語
だ。第二次世界大戦の終結に伴い台湾が日本の植民地でなくなってから、
映画の製作までに60年以上の時間が流れている。その間に生まれ育った台
湾人は、基本的に日本語ができないはずであり、植民地時代に日本語を身
につけた世代は70歳を越えている。作品中Bの物語の登場人物で日本語を
解する台湾人は、日本に行っていた明珠を除けば、80歳前後（1920年代生
まれ）と設定された茂伯だけだ。阿嘉ら30代（1970年代生まれ）の現役
世代は誰も日本語が話せず、それは魏徳聖監督自身も同じはずである。
　にも関わらず、どうしてこれほど大量の日本語が台湾映画の中で聞かれ
るのだろうか。植民地時代に端を発する作品だから、というのはもちろん
一面の真実だが、おそらくより重要なのは、魏監督や阿嘉らの世代が、理
解できない大量の日本語を聞いて育ったという事実だ。『海角七号』で朗読
される日本語の手紙を耳で聞いて理解することができる日本人観客は気づ
かないかもしれないが、映画が製作された台湾で、7通の手紙は、大部分
の観客にとって理解不能な言葉で延々と読まれるのである。それが一種の
リアリティを伴うのは、「理解できない日本語」が植民地時代の後も、長年
に渡り台湾の日常生活に存在したからだろう。
　日本の敗戦に伴い台湾を接収した中華民国政府は、北京語を国語として
台湾で広め、教育の言語とした。同時に日本語を敵国の言語として禁止し、
抑圧した。そのため1940年代以降に生まれた台湾人（映画公開時で68歳
以下）は、北京語を理解するようになった代わりに、祖父母や父母の第二
言語である日本語を理解できなくなり、その結果、家庭と社会において、
世代間で言語の断絶が生じた。映画の前半、茂伯が日本語で歌う『野ばら』
を聞く阿嘉は困惑の表情を浮かべる。メロディーは知っていても歌詞が分
からないからだ。日本語を話す世代が大勢いた1970年代、1980年代であ
れば、「理解できない日本語」はより大量に氾濫していたことだろう。
　台湾が日本領でなくなった後も、山地に住む先住民たちは、部族間の共
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通言語として日本語を使用し続けた。そのため先住民子弟の中には、第二
次世界大戦後生まれであっても日本語を解する人がいる。しかし漢民族系
本省人にとって、日本語は国民党政府によって禁じられた言語であった。
徐々に高齢化していった世代の間で使用され歌われはしても、子どもや孫
に教えることは憧られた。だから本省人子弟は「理解できない日本語」が
身の回りにいつも存在する中で、成長したのである。
　「理解できない日本語」を延々と聞かされることが、多くの台湾人観客
にとって不快であるならば、『海角七号』はこれほど大量の日本語を、60
年前の手紙の朗読という形式にせよ、使用することはできなかっただろう。
だとすれば、日本語は多くの台湾人にとって、理解できないにもかかわら
ず、延々と聞かされて不快でない言語だと考えられる。むしろ「理解でき
ない日本語」が常に身辺で話されている状態こそが、第二次世界大戦後の
台湾で育った本省人にとってリアリティのある設定だと想像される。
　翻って台湾映画の中で話される日本語を考えた場合、『海角七号』ほど自
然な日本語が聞かれた台湾映画は、おそらくこれまでに存在しなかったの
ではないだろうか。1980年代のニューシネマ以降の作品においても、作品
中に使われる日本語は、どうにも不自然であった。名作とされる侯孝賢の
『悲情城市』ですら、台湾人が話す日本語は言うにおよばず、日本人役の
日本人俳優の話す日本語がすでに不自然なのである。それは監督が、作品
の中に現れる日本語を扱いきれなかったためだろう。『海角七号』の日本語
について、朗読される手紙が書かれた時代や書き手の職業を考えた場合の
不自然さは指摘できるかもしれないが、それ以外の点では、外国映画にこ
れ以上望むことが出来ないほどの自然さが達成されている。なぜ侯孝賢に
不可能だったことが魏徳聖において可能となったのか。それは侯が日常生
活の中に日本語が存在しない外省人であったのに対し、魏が家庭やコミュ
ニティで「理解できない日本語」に囲まれて育った本省人であったためだ
と考えるのが最も自然であろう。
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　劇中の小島友子や茂伯に代表される日本語世代が去り行きつつある今日、
次世代の台湾人監督らは、遅かれ早かれ、本省人であっても身の回りから
「理解できない日本語」が消え去った後に育った人々になる。だとすれば、
『海角七号』は脱植民地時代の台湾における日本語の位置を映像で記録し
た貴重な作品だと言える。
6－2：1945年12月25日
　映画の最初に現れる日付け。中孝介演じる日本人教師が高砂丸で送還さ
れる日という設定だ。現実には、日本人の送還は翌1946年1月に入ってか
ら本格的に始まった。クリスマスの日を物語の頭に持って来たのは、監督
がキリスト教徒であるためだと考えられる。監督自身の言葉によれば、台
湾人の日本に対する「愛の遺憾」と「憎しみの遺憾」のうち「愛の遺憾」
が生まれた日だ。『海角七号』に登場する前座バンドの最年少メンバー大大
は教会で賛美歌の伴奏をする小学生ピアニストだが、作中彼女に説教する
牧師役は、実際に台南県永康郷の実家近くで魏徳聖監督自身が通う長老教
会の黄興全牧師が演じている。43）
6－3　北と南（台北と恒春、日本と台湾）
　主人公阿嘉は台北に愛想をつかして故郷の屏東県恒春に戻る。外省人を
中心とする台北は単に大都会であるだけではない。日本統治時代から中華
民国時代へと続いた外来政権の中心地であり、長年国民党の支持基盤だっ
た。これに対し南部は鄭成功時代から台湾に住む本省人の本拠地であり、
民進党の支持基盤であり、田舎臭いが人情味があると考えられている44＞。
　台北と南部の関係は、中央と周縁の関係である。台北は人口比では台湾
全体の1割強に過ぎないが、権力という面では圧倒的に優勢に立つ。経済
的にも台北から来た資本が南部を牛耳っており、地元の若者はみな台北に
出て行っては、夢破れて故郷に戻るのだ。阿嘉のように。だからこそ、映
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画の中で柄の悪い町議会議長が「俺の夢は町を焼き尽くして、出て行った
若者を全員呼び戻し、再建させることだ」と叫ぶ発言が、台湾観客の支持
を受け、金馬賞の最優秀助演男優賞をもたらした。
　言語的、民族的には、北京語使用頻度が高く画一的な台北に対し、南部
はより多様である。阿嘉の故郷は南部でも最南端の恒春半島。台湾で唯一
熱帯に属する南の果てにあり、バシー海峡を隔ててフィリピンを望む土地
だ。中華世界が南島文明と出会う場所という言い方もできる。古くは娘嬌
と呼ばれた土地に、清朝により恒春の名が与えられたのは日本軍による台
湾出兵（1874年）の後。日本の侵略を防ぐため、19世紀末に作られた城壁
が今も残っている。人々の暮らしという点では、パイワン族を中心とする
先住民諸族と、閲南系、客家系の漢人たちが暮らす土地だ。住民はそれぞ
れの母語に加え、北京語と台湾語を共通語として使い、他のグループとコ
ミュニケーションを取る。異なるグループの成員に対してや公共性の高い
場面では北京語を使うが、北京語しか使えず台湾語が分からなければ、日
常生活が成り立たない。
　映画の中ではまた、先住民の親子が国家権力を象徴する警察官役を演じ
ている。彼らはもはや支配されるだけの存在ではないのだ。そうした現実
が映画を通じて台湾全土のみならず香港や中国本土でも見られるようにな
った点が画期的である。南部が再発見されることによってのみ、台湾全体
が再認識される可能性も生まれて来る。
　台湾内部における台北と南部の南北問題に加え、『海角七号』では北を象
徴する土地として日本が登場する。1945年の教師は自らを「雪の舞う北か
ら渡ってきた」と表現し、「南国の眩しい太陽の下で育った学生」である恋
人と対比した。そして虹が海の架け橋となって二人をつなぐことを祈った。
彼の乗った送還船が出航する港は、映画では明示されないが、台湾北部、
東シナ海に面した基隆であるはずだ。他方、映画の結末で阿嘉がトモコを
抱きしめる恒春の浜辺、コンサートが開かれる砂浜は台湾最南端に位置し、
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目の前に広がるのは南シナ海である。
　阿嘉が作曲するバラードのタイトルが『国境の南』であることも注目を
要する。村上春樹の小説から引用した題名であることも含め、日本の側か
ら見て境界の南側に位置する存在として台湾を定義している。恒春は日本
から見て国境の南にある台湾のさらに最南端だ。「天涯海角」という中国語
の表現が似つかわしい最果ての土地。中国文明の正統的継承者を自任して
きた中華民国臨時首都としての台北から見てもやはり「天涯海角」である。
そして本来、「天涯海角」は希望とは無縁の場所である。その土地に『海角
七号』の中で、希望を表す虹の一端が届いたことが鮮烈な印象を残す。
6－3　日台の男女関係
　『海角七号』を構成する二つの物語AとBは二組の男女の物語でもある。
1945年の日本人教師と台湾人女生徒友子（A）、そして2000年代の台湾人
青年阿嘉と日本女性トモコ（B）。前者の関係は日本人の男が台湾人の少女
を捨てて終わり、後者の関係は台湾人の男が日本人の女を抱きしめて始ま
る。前者と後者では日本と台湾の間で男女の役割が交替しているだけでな
く、男の取る態度が正反対となっている。
　　A　男　日本人（教師）　→捨てる　　　→女　台湾人（友子）
　　B　男　台湾人（阿嘉）　→抱きしめる　→女　日本人（トモコ）
　前述のように、魏監督は「『海角七号』を見た人が10年後、20年後に記
憶している場面があるとすれば、それはAの物語の二人が波止場で別れる
シーンのはずだ」と語っている。他方、この映画を見た台湾人の多くが、
最も印象に残った場面として、Bの物語で阿嘉がトモコを抱きしめて「こ
こに残れ、そうじゃなかったら俺が一緒に行く」と言ったシーンをあげる。
それは恐らく、Aで去って行った怯儒な日本人教師によって傷つけられた
心を、Bで台湾人青年阿嘉が癒すからだ。
　植民統治による他民族の躁躍は、しばしば男女間の力関係に例えられる。
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そういう意味で近代以降の日台関係では、常に日本が男役を、台湾が女役
を演じて来た。日清戦争に勝った日本が台湾を貰い受けてわがものとし、
太平洋戦争に負けて置き去りにした。わがものとされた痛みについては語
られても、置き去りにされた悲しみは語られていないと魏徳聖は指摘する。
台湾をわがものとした暴虐な日本人、歪んだ関係の中でのさばった滑稽な
日本人は繰り返し映像に描かれているが、置き去りにした無責任な、弱い、
卑怯な日本人は、確かにこれまで描かれて来なかった。その一方、波止場
に置き去りにされた台湾人少女と同じ深く傷ついた、各めるような視線を
浴びた日本人は大勢いたはずである。
　戦後も日台間で男女の役割が変更されなかったことは、1970年代の日本
人による買春観光を描いた黄春明の小説『さよなら、再見』に書かれたと
おりである。日本人のイメージする台湾人像も、長い間一貫して、テレサ・
テンであれ、欧陽菲菲であれ、いつも女性であった45）。それが多少なりと
も変わり始めたのは、台湾が民主化した1990年代以降であろう。例えば司
馬遼太郎の『台湾紀行』に現れて強い印象を残した李登輝元総統は、日本
と対等な関係を築き得る台湾を初めて日本人に想像させた。しかし司馬と
李の会話が日本語で行われたこと一つをとっても明らかなように、両者の
関係はまだはっきりと不平等であった。Aの物語で教師が書いた手紙は当
然のごとく日本語でつづられたように、日本人と台湾人の会話は常に日本
語で交わされてきたのである。それは、言い換えれば、台湾人が一方的に
日本を理解することを求められ、目本人は台湾を理解しようとしない関係
が、1世紀以上に渡って続いて来たという意味である。
　『台湾紀行』から10数年を経て、『海角七号』では日本人トモコが北京
語を話す。そして彼女にはモデルという女性性を強調した職業が与えられ
ている。他方、彼女と関わる台湾人青年阿嘉の像は男性性を強調したもの
になっている。阿嘉を演じた萢逸臣は、本来「バラードの王子」とも呼ば
れるアイドル歌手で、優男のイメージだったが、魏監督はあえて彼に男っ
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ぽい演技をつけた。男っぽい台湾人と女っぽい日本人。過去のステレオタ
イプが明確に反転された。そして結末近く、「日本へ帰る」と言うトモコに、
阿嘉は「ここに残れ」と命じるのである。
　『海角七号』が台湾で上映された時、海辺で阿嘉がトモコを抱きしめる
シーンがポスターに採用された。過去1世紀以上続いた日台関係の定石を
覆し、ついに台湾が主体となって物語が進行する記念碑的な場面である。
冷静に考えれば、二人の関係が長続きすると考える根拠は乏しいが、それ
でもこのシーンがハッピーエンドを象徴するのは、Aの別れが代表する日
台の古い物語にとうとう終止符が打たれたからに他ならない。
6－4　「歌」が意味するもの
　「歌」は文化的アイデンティティの所在を示す。侯孝賢監督の『悲情城
市』には、1940年代後半、国民党による白色テロで捕まり、処刑場へ向か
う本省人の青年が、仲間たちの歌う日本語の『幌馬車の唄』に送られるエ
ピソードが出て来る。1960、70年代の台湾を描いたエドワー一一ド・ヤンの映
画には西洋クラシック音楽とアメリカンポップスは出て来るが、台湾の歌
は出て来ない。言葉をメロディーに乗せて歌う以上、「歌」は同じ言語を話
すものたちによってしか共有されない。第二次世界大戦後の台湾で、それ
まで50年間国語であった日本語が否定され、新しい国語である北京語が強
制され、住民多数の母語である台湾語や客家語、先住民言語が抑圧された
状況下にあって、社会全体に共有される「歌」がなかったのは、むしろ当
然だった。しかし人々は「歌」を求める。他者と共有できる「歌」を。
　年老いた郵便配達茂伯は一人日本語で『野ばら』を歌うのが趣味だ。声
を合わせて歌うものはいない。日本語の『野ばら』は過ぎ去った時代に属
しており、若い世代とは共有され得ないのだ。植民統治の初期から、総督
府は日本語の指導と同時に唱歌教育を熱心に進めた。「日本国民」意識の形
成という目的のため、『君が代』や『仰げば尊し』など儀礼用の曲が一番に
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教えられた。それは岩倉使節団がアメリカ各地を視察して学んだ、近代国
民形成の方法が日本本国を経て植民地でも応用されたためだった。一方、
植民統治を受けた台湾の側には、多少異なった理解がある。日本による教
育は、西洋文明、近代文明を台湾にもたらした点で意味があったとする理
解だ。「日本国民」としての意識よりも、「西洋近代」の知識や世界観を植
え付けた点を中心に評価する考え方である。そのため、特に中等以上の教
育を受けた層で、日本語に翻訳された西洋歌曲を、植民地時代が終わった
後も大事に歌い続けたケースが多く見られる。『野ばら』であり『サンタル
チア』である46）。
　これに対し、第二次大戦後に中国から台湾へ移って来た国民党政権は、
近代国家としての整備が、教育面も含めて不十分だった。それは辛亥革命
が明治維新より40年以上も遅く、その後も軍閥割拠、抗日戦争、国共内戦
と国内の混乱が続き、統一国家の形態がなかなか整わなかったためである47）。
結果として、第二次大戦後、国民党政権下の台湾で、目本の唱歌を歌詞だ
け北京語に変えて歌い続けるという事態が起きた。例えば『仰げば尊し』
は『青青校樹』と名を変え近年まで歌われ続けた48）。この時代に育った世
代、すなわち阿嘉や労馬や水蛙や馬拉桑など『海角七号』の主要登場人物
たちは、家庭や地域で日本語を話し歌う老人たちを見ており、親しみを感
じているし、メロディーにも親しんでいる。一方彼らは、学校で北京語を
国語として学んだために、日本語が理解できないし、国民党の抗日史観で
教育されてもいる。日本に対して矛盾した感情が生じる所以であり、魏徳
聖監督が言うように「日本を愛するべきなのか憎むべきなのか分からない」
所以である。
　『海角七号』の冒頭、日本語で『野ばら』を歌う茂伯の姿は、第一に時
代錯誤の印象を見るものに与える。そして「外来政権に抑圧され、自分た
ちの歌を持たなかった」台湾人を象徴してもいる。彼が台湾月琴を爪弾く
のも、太平洋戦争期の総督府や戒厳令時代の国民党政権が台湾独自の音楽
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を禁じた弾圧の歴史を思い返せば、やはり抑圧された台湾人の象徴であり、
北京語教育を受けた阿嘉らの世代は、主に違和感を覚えるのだ。彼らは茂
伯に共感すべきなのか、否定すべきなのかよく分からず、見て見ぬふりを
するしかない。そして彼らが世代を越えて茂伯と共有できる「歌」はこれ
まで生まれて来なかった。
　では、阿嘉の世代に「歌」はあるのだろうか。台湾社会が先住民を含め
た多数のエスニックグループから成り立つ現状では、少なくとも世代を横
断して共有されなければ「歌」とは言えないだろう。しかし、映画前半の
オーディション場面で、ロックギタリストである阿嘉は祖父の世代に当た
る茂伯と「歌」を共有できないだけでなく、同世代でありながら先住民の
音楽を奏でる労馬とも「歌」を共有してはいない。だから彼らがクライマ
ックスのコンサート場面で声を合わせ、阿嘉の作ったオリジナル曲を歌う
ことの意味は、たいへんに大きいのだ。「本省人や先住民が台湾の主人公と
なり、自分たちの『歌』を共有する時代が来た」ことを物語、映像、音楽
で三重に表現しているからである。
　ただし『無楽不作』と『国境の南』の歌詞はいずれも北京語で書かれて
いる。それは彼らの世代が教育を受けた言語であり、言葉を書く時に使う
言語なのだ。そして「オール台湾」であるべき前座バンドに外省人は含ま
れない。そこに外省人がいたら、北京語は彼の属するグループの言語とな
り、他のメンバーにとっては押しつけられた言語ということになってしま
う。『海角七号』の中の北京語は台湾の本省人や先住民に共有された言語で
あって、北京の言語でも台北の言語でもない。
　問題は茂伯である。彼は北京語が話せないし、歌うこともできない。世
代を横断して「歌」を共有するに至った若者たちを、舞台の片隅で祝福し
た茂伯は、次に自分も祝福されたいと感じるだろう。そのためにはアイデ
ンティティを支え続けた楽器月琴を舞台の上で弾き、さらに長年孤独に歌
い続けた日本語の「歌」を他者と共有する必要がある。バンドが阿嘉の作
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曲したオリジナル曲を演奏し終えたあとで、熱狂した観客のアンコールに
応えるように、茂伯は確信に満ちた顔つきで月琴を爪弾き『野ばら』の前
奏を奏でる。彼の世代は子どもの頃、日本語の歌を当時の政府に押しつけ
られ、そして後になって別の政府から否定された。子どもや孫の世代には
無視された。今、とうとう自分たちの社会の主人公となった若い世代に、
そうした無念さを理解してもらいたいし、自分が長年愛し続けた「歌」を
分かち合ってもらいたいのだ。最初に先住民の労馬が、次に客家の馬拉桑
が、そして小学生の大大が、っまり社会の中で少数派である者から順々と
演奏に加わり、茂伯の思いを分かち合っていく。この時、彼らの表情や態
度が威厳に満ちたものである点が印象的だ。最後に阿嘉が、自らに与えら
れた歴史的使命を引き受けるかのようにマイクの前に立ち、北京語で『野
ばら』を歌い始める。するとそこに日本人歌手中孝介も日本語で加わって
くるのだ。
　いつの間にか北京語が消えて行き、日本語だけによる『野ばら』の合唱
に乗って、映画は最終シーンへと向かう。阿嘉が茂伯の月琴に合わせて北
京語で歌ったことにより、日本語の『野ばら』が、茂伯一人きりではない、
大勢の「歌」として響き渡った。つまり、ここで本当に歌われる必要があ
ったのは、茂伯たちの世代が長年孤独に歌い続けた日本語による『野ばら』
だったということだ。そしてその歌声が響き渡るためには、阿嘉が呼び水
のように北京語で歌う必要があった。あくまでも阿嘉の歌が、いくつもの
レベルで和解をもたらしていく点が重要である。
　北京語でも日本語でも劇中で歌われるのは「童は見たり野中のばら。清
らに咲けるその色愛でつ、あかず眺む。紅匂う、野中のばら」という一番
だけだ。ところが台湾では公開直後から「日本語では二番以降も歌ってい
る」という説がまことしやかに語られている。それは歌詞の内容と関係す
る。一番では単に少年がばらの美しさを讃えるだけなのに対し、二番では
少年が「君を折るよ」とばらに話しかけ、ばらは「そうしたら私はあなた
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を刺します。私のことを忘れないように」と答える。そして三番ではとう
とう少年がばらを折ってしまい、ばらは死んで、美しさは永遠に失われて
しまうのだ。映画の最終場面で初めて姿を見せる台湾人少女小島友子は、
全身白い服を来て、清純さの象徴のように見える。まるで『野ばら』の歌
詞のように。男性教師が愛したのも当然だろう。手紙の中の記述によれば、
時に教師に口答えするような気の強さも友子にはあったらしい。「そうした
らあなたを刺しますよ」と答えたばらのように。映画には出て来ない二番
以降の歌詞を含めた『野ばら』全体が、教師と女生徒の関係を、日本と台
湾の関係を表していると受けとめるのは、むしろ自然なことに思える。魏
監督が二番以降の歌詞を劇中で使わなかったのは、恐らく小島友子の半生
を画面で描かず観客の想像にゆだねたのと同じ理由による。つまり「小島
友子」は台湾中にいて、初恋の一番美しい思い出だけを大切にしたかった。
それがかなわなかった「愛の遺憾」こそが『海角七号』の主題である。
6－5　日本人教師の死
　帝国崩壊後の台湾に日本への親近感が残されたひとつの要因として、植
民地時代の日本人教師に対する台湾人生徒の尊敬心や愛着が挙げられる49）。
総督府による教育制度は日本人と台湾人を同等に扱わず、台湾人生徒にと
っては著しく不利であったが、それでも教育は社会的地位を上昇させるた
めの唯一の道であり、植民地社会に広く浸透した。日本と植民地台湾の関
係を、『海角七号』は教師と生徒、それも男性教師と女生徒になぞらえてい
る。その男性教師は女生徒を愛したが、時代の宿命と自分の弱さにより捨
てざるを得なかった。「捨てたのではない、泣く泣く手放したのだ」と言い
訳しながら。映画はそのように植民地時代の終わりを説明している。
　植民地時代の終焉は、本来、住民にとって解放を意味するはずだ。台湾
でも当初そのように捉えられたことは数々の資料が示している。一方で「光
復」という中国語になじみのなかった台湾人民衆が、それを日本語で同音
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の「降伏」と混同したというエピソード50）は、半世紀に及んだ植民統治の
複雑な影響を示す。1947年の2．28事件が偶発的な事件だったか、それと
も歴史の必然だったかはともかくとして、日本の降伏＝中国の光復からわ
ずか1年半で、台湾の民衆が国民党政府を抑圧者と見なすようになったこ
と、そのために日本への視線が永遠に変わったことは間違いない。では、
国民党軍による虐殺を経験した台湾の民衆は、植民地時代を懐かしむよう
になったのだろうか。恐らくそうではない。彼らは日本に見捨てられたと
感じるようになったのだ51）。波止場に残された小島友子のように。この感
情は日本が中国と国交を樹立するために台湾と断交した際などに繰り返し
甦ることになる。
　2。28事件の際、台湾本省人は外省人を自分たちと区別するために「君
が代」を歌わせたり、日本語を話させたりした。それは国民党が本省人を
「日本軍国主義により奴隷化された」存在と見なしたことへの反発である。
それから実に38年にも及んだ史上最長の戒厳令が1987年に解除され、台
湾がようやく民主化への道を歩み始めた頃、本省人を代表する民進党が集
会のテーマ音楽に「軍艦マーチ」を選んだのも、国民党の言説に対する反
発であり、挑発であろう。植民統治の影響はかくも歪んだ形で、かくも長
期に渡って残るのである。
　『海角七号』は台湾の民衆が長く心に抱いて来た「見捨てられた」とい
う感情を癒す映画である。「癒し」という概念は中国語では「療傷」と訳さ
れ、この映画の中でも、中孝介は「療傷歌手」と表現されている。しかし、
クライマックスのコンサートで癒しをもたらしたのは中の歌声ではない。
阿嘉たち台湾の新世代が自ら作詞作曲し、演奏した『無楽不作』と『国境
の南』だった。日本語が読めない阿嘉は小島友子に宛てられた60年前の手
紙の内容を知らない。けれども帰国を決めたトモコに住所を渡され、コン
サートの前にどうしても届ける必要があることを理解する。小島友子を見
捨てた日本人教師は、死ぬまで自分で手紙を投函することはなかったが、
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若い世代の日本人であるその娘が投函し、若い世代の台湾人を代表する阿
嘉の手で、最後には配達された。その行為を成し遂げた阿嘉にして初めて、
観客を自分自身の歌で癒し、さらに茂伯の「歌」を引き受けることで歴史
との和解を果たすことができたのだ。教師は死んだ。見捨てられた思いを
癒すのは死んだ教師の手紙ではない。若い世代の「歌」である。
7　終わりに
　以上台湾映画『海角七号』について、その台湾映画史における重要性、
詳細な読み解きが必要とされる理由（第1章）、物語の構成とあらすじ（第
2章）、監督プロフィール（第3章）、場面展開（第4章）、登場人物（第5
章）、主要なモチーフ（第6章）の順に整理を行った。
　『海角七号』は2009年2月から中国大陸で上映され、同年末には日本で
も一般公開された。中国では当初「日本による植民地支配を正当化するも
の」として批判も受けたが、国民党馬英九（外省人）政権の誕生で中台関
係が改善する中、中国側の歩み寄りを示す形で上映が許可された。日本で
も『海角七号』が政治的に解釈され利用される懸念は一貫してある。植民
統治が差別的政治形態である以上、どれほど時間がたとうとも、日本と台
湾が同じ立場でその歴史を振り返ることはあり得ない。しかし植民統治か
ら戒厳令へと前後1世紀近くも苦難の歴史を歩んだ台湾が、21世紀になり、
多言語、多民族、多文化の社会として再生を果たした事実を生き生きと描
いた『海角七号』の登場を、隣人として心から喜ぶことは出来るはずだし、
そのような変化を祝福することは、日本人としての倫理的義務ですらある。
植民地責任は少なくとも脱植民地化プロセスの終了までは続くのだから。
　今後の研究課題としては魏徳聖監督の次作『セーダッカバライ』との比
較、また両者を合わせての、台湾映画における日本像の検討が必須となろ
う。その点でも一日も早い作品の完成が待ち望まれる。
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《注》
1）目本公開のタイトルは『海角七号一君想う、国境の南』。『海角七号』は作品
中に登場する日本統治時代の住所『海角七番地』の中国語訳。
2）興行成績は5億3000万台湾元（約16億円）で、外国映画も含めると第二位。
史上第一位は『タイタニック』の7億台湾元（約21億円）。
3）　『非凡新聞e週刊』2008年9月28日号参照。
4）1945年に日本が敗戦して以降、主に国民党政権の公務員や兵士として、中国
大陸から渡って来た人々を外省人、それ以前の日本統治時代から台湾に居住し
ていた人々を本省人と呼ぶ。
5）『多桑（とうさん）』を撮った呉念真（1952－）はやはり庶民階級出身の本省
人だが、北部の育ちであり、少数派として多数派の外省人の中で活躍したため、
あるいは植民地世代との距離が近すぎたために、どちらかというと外省人に対
して本省人の姿を説明する役回りを担ったようである。その点、魏徳聖は明確
に本省人を中心とする観客に向けて自分たちの映画を撮っている。
6）中国で古代に中原の戦乱を避けて南下したと言われるエスニックグループ。
勤勉な生活態度で知られる。台湾の客家は広東省梅県などの出身者が中心で、
先に福建省南部から沿岸部に移住した閲南系との対立を避けるため、比較的山
寄りに集落を形成してきた。全人口の約15％を占める。現在でも客家居住地で
は客家語が共通語となっており、以前は台湾語を解さない人も多かった。
7）台湾の先住民はオーストロネシア（マレー＝ポリネシア）系言語を話す諸民
族で、現在のところ台湾政府の認定によれば14民族に分かれ、合わせて約50
万の人口を擁する。
8）元々北京を中心に話されていた言葉だが、中華民国時代に「国語」の地位を
与えられ、中華人民共和国では標準語という意味で「普通話」と呼ばれている。
通常中国語と呼ばれる言語。台湾では1945年以降、国民党政権時代に「国語」
として普及したが、1990年代から中国とは分離した台湾人アイデンティティが
重要視されるようになると、中華民国の統治に疑問を持つ立場から「国語」と
は呼ばず、あえて「北京話」とする呼び方が広まった。本稿は台湾で通常使わ
れているという点から「北京話」という呼称を選び、その日本語訳として「北
京語」という表現を使用している。
9＞中国福建省南部の方言である閲南語と同源だが、台湾独自の要素が増えたと
して、近年では「台語」、または「福俺話」＝「河洛話」＝「Holo話」などと
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　呼ばれる。台湾総人口の約75％が使用している。「台語」という表現には、他
　のエスニックグループの言語も含むべきとの議論もある。しかし目本では「福
　姥話」＝「河洛話」＝「Holo話」という表現になじみが薄いので、本稿では「台
　語」の日本語訳として「台湾語」と呼ぶことにする。
10）『海角七号』の撮影中に民進党が選挙で大敗、2008年4月国民党の馬英九（外
　省人）が政権の座についた。本省人を代表するはずの民進党が8年間の執政期
　間中に選挙民の期待を大きく裏切り、陳水扁前総裁の逮捕へとっながった流れ
　は、ある意味で台湾の政治環境を成熟させたとも言える。つまり国民党＝外省
　人＝悪、民進党＝本省人＝善という単純な構図がもう意味をなさないことを社
　会全体が悟った。その結果、歴史観やアイデンティティをめぐる思考も、相手
　勢力への攻撃や反抗といったレベルから、自己省察のレベルへ深化することが
　可能となったのである。
11）侯孝賢監督の『悲情城市』『童年往事一時の流れ』などはいずれも多言語作
　品だが、異なる言語が使用されることで生まれるダイナミズムが字幕を通じて
　観客に伝わったとはいえない。
12）『海角七号　君想う、国境の南』の日本語字幕は北京語と台湾語を区別する
　ため、台湾語の台詞の前に点を付している。
13）侯孝賢監督を例に取れば、侯家は客家であり、『童年往事一時の流れ』に描か
　れた家庭と地域では客家語、北京語、台湾語の3言語が日常使用されている。
　しかしこの事実は台湾の観客にとっては自明でも、日本などの外国で認識され、
　指摘されることはほぼない。
14）単純化すれば、1937年から45年まで8年間の日中戦争を、中国人として日
　本人相手に戦ったのが外省人であり、植民地の民として日本人の側に立たざる
　を得なかったのが本省人である。
15）川島真「戦後初期日本の制度的『脱帝国化』と歴史認識問題」、『「植民地責
　任」論一脱植民地化の比較史』永原陽子編、青木書店、2009、など。
16）1947年2月28日に台湾台北市で闇煙草を売っていた本省人女性を国民党政
　府の役人が殴打したことを発端に全土へと広がった本省人による抵抗への弾
　圧事件。国民党政府は中国から援軍を呼んで粛正を行い、犠牲になった本省人
　は2万8000人に上った。
17）日本では通常引揚げ船と呼ぶが、本稿は台湾の視点に立って作品を解読する
　ため、台湾で使用されている用語を日本語訳して使用する。
18）5000万台湾元（約1億5000万円）のうちの500万台湾元（約1500万円）分。
　好消息衛星テレビ局『真情プログ』（2008年8月19日放映分）中の魏監督自身
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　による発言。
19）DVD『海角七号』（台湾、監督版）特別収録映像中の発言。
20）日本統治時代の末期、皇民化政策が進められる中で、台湾人の姓名を日本風
　に変更する「改姓名」が行われた。「小島友子」はそうして日本人名前になっ
　た台湾人の少女。
21）映画全体のタイトルでもある「海角七号」は日本時代の旧住所とされる「海
　角七番地」の中国語訳。現実にはかつて存在したことのない架空の住所。『海
　角七号』の英題は「Cape　no．7」だが、「海角」は単に「岬」の意味ではない。
　「海角」という中国語の熟語は通常「天涯」とセットで「天涯海角」として使
　われ、天地の果てを指す。映画の中に繰り返し現れる海にかかった虹、その端
　が達する場所のイメージが「海角」という言葉にはあり、クライマックスのコ
　ンサートで阿嘉が歌う『国境の南』の曲名とも呼応する。
22）中国の伝統的弦楽器で、満月のように丸い形をしており、付け爪ではじく。
　日本では江戸時代から明清楽の演奏に使用され、日清戦争まで非常に流行した。
　通常四弦だが、台湾月琴は二弦で樟が長く、独特の形をしている。
23）シューベルト作曲、ゲ‘一一テ作詞の原曲から日本語に翻訳された『野ばら』は
　植民統治時代、公学校の唱歌教材にこそ掲載されていないが、中学校以上でか
　なり広く教えられたらしく、当時中等以上の教育を受けた台湾人の間でその後
　何十年も歌い継がれた。
24）主に『非凡新聞e週刊』2008年9月28日号、台湾電影網
　（www．taiwancinema．com　2009年9月9日）掲載の資料による。
25）中国福建省南部のことで、17世紀以降の台湾への移民は潭州、泉州の出身者
　を中心とする。本省人の中には他に客家系があり、さらに先住民諸族がいる。
26）5年制で日本の高専に相当。現在は遠東科技大学に昇格されている。
27）日本統治時代にも台湾人（本島人）は職業選択の範囲が著しく狭かったこと
　を考えれば、近代台湾で最初の世代とも言える。
28）こうした思考方法には魏監督が本省人であることに加えてキリスト教徒で
　あることの影響も見られる。通常台湾の漢人と先住民の間には深い溝があるが、
　先住民の多くがキリスト教徒であるため、信者に関しては例外的に親近感が見
　られる。
29）好消息衛星テレビ局『真情プログ』（2008年8月19日放映分）など。
30）日本での特別披露試写会に先立つインタビュー（20dg年9月29日、新宿・
　明治安田生命ホール）で、魏監督は主演の田中千絵を通じ、『海角七号』のテ
　ーマとして、「愛、音楽、二度目のチャンス」の3点を挙げている。彼はまた
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　日本の印象を「身近なような、遠いような、不思議な感じ」と述べている。彼
　が台湾で生まれ育ち暮らす中で培われた「目本」のイメージと現実の日本の間
　には明らかに距離がある。「日本」を扱った映画を撮っているにも関わらず、
　実際の日本に対して、魏監督が特に強い感情を抱いているようには見受けられ
　ない。
31）新井一二三「《海角七号》為何叫我実？」、『万象』、2009年1月
32）第二次世界大戦後の台湾映画は、その時々の政治的理由や商業目的により、
　国語（北京語）映画が推進されたり台湾語映画が奨励されたりしたが、いずれ
　の場合も多言語社会の現実を無視して、どちらかの言語一辺倒で台詞が語られ
　る不自然な結果となった。ニューシネマ以降、映画の中で台湾語の台詞が聞か
　れ、多言語状況が再現される機会は増えたが、外省人監督が主流を占めていた
　ことから自然さの点で難があった。
33）許介鱗「海角七号一殖民地次文化陰影」『聯合報』2008年9月25日
34）陳宜中「《海角七号》的台日苦恋」『中国時報』2008年9月10日
35）筆者が個人的に台湾の映画専門家2名に意見を求めて得たコメント。
36）台湾で上映された際には北京語による字幕がついた。
37）模型とCGの組み合わせで再現された高砂丸の姿は、丸みを帯びていて、見
　るものに台湾島そのものを連想させる。
38）　「＝」以下は日本語字幕上の呼び名、以下同じ。
39）この問いは教師が台湾生まれの日本人、いわゆる「湾生」である可能性を示
　唆している。
40）台湾では植民統治の終了後も日本名を通称として使う風習が長く残ったた
　め、台湾の観衆は「小島友子という名の台湾人」という設定に違和感を抱かな
　い。むしろ「小島友子」という名でありながら、乗るはずだった送還船には乗
　れず、柵の前で立ち尽くすしかなかった少女の姿に第二次大戦終了時の台湾人
　全体が投影されている。
41）この事実は二つの可能性を示唆する。第一に「海角七番地」はかつて一度も
　存在したことのない幻の住所だという可能性。そもそも日本時代の地名として
　　「海角」という町名は不自然だし、日本から送って寄越されたとされる小包も、
　どう見ても日本人が包装したようには見えない。少なくとも脚本を書き、タイ
　トルを決定した魏監督が、地名や小包を「日本らしく」見せることを重視して
　いないのは明らかだ。第二は、このエピソードの元になる実話を魏監督がニュ
　ースで聞いたことにも明らかなように、戦後の60余年で台湾人の記憶は大き
　く断絶しており、かつての住所すらも見つけられないほど遠くなっているとい
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　う可能性だ。
42）歌詞の主な内容は以下の通り。「あ一、私は台湾語が話せない。あ一、話せ
　ない。子どもの頃は軍人村で、うるさいおばちゃんピーチクパーチク、家は鳥
　かご、日当り最低、道は狭くてゴキブリやネズミだらけ、体中みみず腫れ。父
　ちゃん母ちゃん喧嘩ばかりで気分は最低、不良仲間に入ればむしられ、性格歪
　んだ。勉強も試験も逃げ回って、大人の頭痛の種、俺も殴られて痛い痛い。そ
　のうち家は壊され公園になって、政府も変わって、全部変わった。話が通じず
　笑いの種。国語しか喋れない役立たず。あ一、私は台湾語が話せない。あ一、
　話せない。珍種の動物がここにいるよ、ああいるさ。台湾語が話せないったら
　話せない。他人が知ったらゲラゲラ笑う。笑わせとけよゲーラゲラ。台湾語が
　話せないったら話せない。っっかえっっかえ話せない。つっかえつっかえああ
　素敵。台湾語が話せないったら話せない。それでも生きて行かなけりゃ、生き
　て行かなけりゃ。台湾語が話せないったら話せない。学校で習って、友だちと
　喋って、仕事についたら使えない。台北離れて台湾語が話せなけりゃ、まるで
　口がきけないのと同じ。南部に来て国語話したって、日本語ほどにも通じない。
　（以下略）」。
43）　「《海角七号》和他椚的故事」p82、大塊文化、2008
44）台湾本省人が台北に抱く違和感を表象した作品としては、苗栗県出身の客家
　で有名シンガーソングライターの羅大佑が1982年作の『鹿港小鎭』で「台北
　は私の家じゃない」と歌ったことが有名。
45）蒋介石は実際にも、また日本人の認識としても「中国人」であり、「台湾人」
　ではなかった。
46）台湾映画と歌、文化的アイデンティティの問題を扱った著作に、田村志津枝
　『悲情城市の人びと　台湾と日本のうた』（晶文社、1992年）がある。
47）その点、共産党は毛沢東の『延安文芸講話』に見られるように、芸術の政治
　的役割を重視していた。そのため革命戦争中から民謡の採集、整理などを行い、
　人民に共有されるべき「歌」が整えられていった様子は陳凱歌（チェン・カイ
　コー）監督のデビュー作『黄色い大地』にも描かれている。
48）侯孝賢監督の『冬冬の夏休み』冒頭参照。『冬冬の夏休み』はやはり外省人
　のエドワード・ヤンが音楽を担当している。
49）教師は統治者であった日本人のイメージとして最良のものであり、正反対の
　位置に警察官がいる。したがって教師を警察官が兼ね、さらに頭目の娘を現地
　妻とした先住民部落では、日本人に対するイメージが著しく混乱して人々を傷
　つけた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
台湾映画『海角七号』を読み解く　119
50）周娩窃『図説台湾の歴史』（平凡社、2007年）159ページを参照。
51）孤蓬万里『孤蓬万里半世紀』（集英社、1997年）に、筆者による短歌として
　「日本人は台湾捨てしと思はねど日本国確かに台湾を捨つ」が紹介されている。
（はやし・ひふみ　理工学部准教授）
